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研究成果の概要（和文）：本研究はTransitions Theory を基盤に、ICU 新人看護師の看護実践能力向上支援プ
ログラムを開発することを目的とした。まず、ICU看護師へのインタビュー調査を実施し、ICU新人看護師の
transition状況や、健全なtransitionを辿るために必要なターニングポイント、transitionを促進する要因、に
ついて明らかにした。そして、ICU新人看護師の教育支援に携わる看護師のグループインタビューから、OJTで可
能な支援内容や、支援を阻害する要因について明らかにした。それらをもとに、ICU新人看護師の看護実践能力
向上支援プログラムの枠組みを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a program to support new ICU nurses
 in improving their nursing practice ability based on the Transitions Theory. The first step was to 
conduct an interview survey of ICU nurses to clarify the transition status of new ICU nurses, the 
turning points necessary for healthy transitions, and the factors that promote transitions. Then, 
from group interviews with nurses involved in supporting the education of new ICU nurses, we 
clarified what support is possible through on-the-job training and what factors hinder such support.
 Based on these findings, the framework for a program to support new ICU nurses in improving their 
nursing practice ability was developed.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、ICU新人看護師の看護実践能力向上支援プログラムの枠組みを作成した。プログラム作成までは至
らなかったが、研究を進めるなかで、個人の成長プロセスに応じた柔軟な支援の重要性が明らかになり、新人に
限らずICU看護師への支援に応用できる枠組みを作成できたと考える。
COVID-19感染拡大により、クリティカルケアの専門的な実践力を有する人材確保や人材育成の重要性が明るみと
なった現状において、成長プロセスに応じて柔軟に支援できるプログラムの開発を継続することは、看護師のス
ムーズな成長の獲得と支援者の継続教育への負担軽減につながり、クリティカルケア看護師の定着促進に貢献で
きると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢化社会・慢性疾患増加と高度医療の狭間で、ICU 看護師には重症患者の安定化や回復を

目指し、ますます多様化する患者や家族のニーズに柔軟に対応できる看護実践能力が求められ
ている。しかし、ICU における専門的知識や技術の統合は、看護基礎教育の中では臨地実習に
おける短期間の ICU 見学実習に留まる傾向にあり、多くを現任教育に委ねている。そのため、
近年 ICU では実践的知識や技術の習得に時間を要する新卒看護師の配属を避け、経験的知識・
技術を有する看護師（配置転換・中途採用看護師）を配属する傾向にあり、即時的戦力に渇望し
ている状況にある。また、ICU 経験の浅い看護師が直面する困難や ICU 看護師の実践に関す
る研究が蓄積されつつある段階にあり、看護実践能力を育成するのための模索が続いている状
況であるため、ICU での教育プログラムの多くは専門的知識や技術の修得に向けたものにとど
まっている。そこで、知識や技術にとどまらない看護実践能力向上に焦点を当てた支援プログラ
ムを開発することにより、多様化する患者・家族のニーズに応えることのできる看護師の育成に
つなげる。 
 
２．研究の目的 
本研究は Transitions Theory を基盤に、ICU 新人看護師の看護実践能力向上支援プログラ

ムを開発することを目的とし、以下の目標を設定した。 
① Transitions Theory を基盤に ICU 看護師の transition 経験を明らかにする。 
② 全国の ICU 新人看護師教育プログラムの要件を明らかにする。 
③ ①②をもとに ICU 新人看護師が健全な transition を経て看護実践能力を向上するための

支援内容を検討する。 
④ ①③をもとに『ICU 新人看護師の看護実践能力向上支援プログラム（案）』を作成する。 
⑤ シミュレーションによる試行とスーパーバイズによりプログラムを洗練化する。 

 
３．研究の方法 
(1) ICU 新人看護師の transition 経験の記述 
 関東圏・四国圏の看護師経験 5 年以内、ICU 経験 3～5 年程度の ICU 看護師 13 名を対象に
半構成的インタビューを実施した。 
 
(2) 全国の ICU 新人看護師教育プログラムにおける要件の抽出 
 当初は、全国の ICU を有する医療機関に調査依頼し、ICU における新人看護師の教育プログ
ラムの収集を行い、教育内容の要件を抽出して、(1)の結果と照らし合わせることで、支援方法
を検討する予定だった。しかし、(1)の結果、ICU 新人看護師の transition 経験は個別性の高い
プロセスであることがわかった。そのため、当初の方法よりも、ICU 新人看護師が健全な
transition を辿るために必要な要素であるターニングポイントや気づきの場面と transition の
促進要因の抽出により、個別性のある transition にも柔軟に対応できる支援方法を検討した方
がよいと考え、追加インタビューを予定した。 
また、2018 年には救急看護師クリニカルラダー、2019 年には集中治療に携わる看護師のクリ

ニカルラダーが公表され、教育指標が公になった経緯も踏まえ、研究方法を変更した。 
 
(3)ターニングポイントや気づきの場面、促進要因の抽出 
 ICU新人看護師が健全な transitionを辿るために必要なターニングポイントや気づきの場面、
transition の促進要因の抽出のために、ICU 看護師にインタビューを追加して行う予定だった
が、Covit-19 感染拡大の影響により、インタビューを断念した。そこで、(1)で得られたデータ
について、ターニングポイントや気づきの内容、促進要因の抽出、の視点から再分析を行った。 
  
(4) 支援内容の検討と課題の抽出 
 (3)の結果より、ICU 新人看護師個々の transition に応じたタイミングや内容での支援、つま
り OJT（On-the-Job Training）での支援が、ICU 新人看護師の健全な transition を促進するた
めには重要であることが分かった。そこで、OJT で可能な支援内容と支援を阻害する要因につ
いて、ICU 新人看護師教育に携わる看護師 3 名を対象に、フォーカスグループインタビューを
実施した。 
 
(5) 支援プログラム作成に向けた枠組みの作成と洗練化 
 当初は支援プログラム(案)を作成し、シミュレーションによる試行により洗練化する予定だっ
たが、共通するターニングポイントや気づきの場面を抽出してシミュレーションを行うことよ
りも、ICU 新人看護師の transition 状況を支援する側の ICU 看護師がアセスメントできる指標
を作成することで柔軟な支援につながると考えた。そこで、本研究では、(1)～(4)をもとに、看
護実践能力向上支援プログラムの枠組み(案)を作成し、スーパーバイズを得て洗練化を図るまで



とした。今後、この枠組みを活用し、支援側の ICU 看護師が、transition 状況をアセスメント
することにより効果的・効率的に成長を支援できるプログラムを開発し、アクションリサーチに
て検証していく。 
 
４．研究成果 
(1) ICU 新人看護師の transition 経験の記述 
 ICU 新人看護師は、重篤な患者を対象とするがゆえに、知識や技術の曖昧さやケアによる患
者への影響の大きさから「不安や責任」を感じ、「とにかく勉強する対処行動」をとっていた。
そして、「職場での人間関係形成」を大きなきっかけとして、先輩看護師や医師、臨床工学技士
への質問や意見交換ができるようになることで視野が広がり、「自分の考えやケアに自信」をも
てる機会が増えていた。ICU は患者の身体変化を読み取るための検査データや医療機器などの
指標が多く存在し、病態と所見、ケアと所見が目に見えてつながる特徴があり、新人看護師に「ケ
アの成果の実感」や、「知識がつながる楽しさ」を与えていた。さらに、病状悪化や回復などの
「患者の変化について振り返る」ことで、些細な身体変化に気づくことの重要性を認識し、「尊
敬する先輩と自分の行動を比較」しながら回復を促す援助について考えていた。一方で、新人看
護師の多くは自らの成長に鈍感であり、担当患者数の増加や重症患者の担当になることを通し
て「任せられる感覚」や、「できるようになったと周囲から伝えてもらう」こと、「先輩と一緒に
振り返る」ことで自身の成長を捉えていた。 
 
(2) ターニングポイントや気づきの場面と transition の促進要因の抽出 
 新人看護師は「他者ができていると感じる場面」や「自分ができていないと感じる場面」をき
っかけに、「先輩と自分の思考や実践を比較」しながら、成長に向けて何ができるか考え取り組
んでいた。また、「わかることやできることが増える」こと、「任せてもらえる」こと、「自分の
看護実践の効果を実感する」ことで、自身の成長の変化に気づいていた。そして、相談や意見の
発信ができるような「周囲との関係の広がり」を基に、先輩看護師との「健全な相互作用を得る」
ことや、「自分の看護観に沿った実践への支援を得る」ことが transition の促進に重要であるこ
とがわかった。 
 
(3) 支援方法の検討と課題の抽出 
 OJT で可能な支援内容として、「新人看護師の様子や反応から捉えた看護観を後押しする」、
「重症患者への実践を言語化することで知識と現象のつながりを促す」、「スタッフとの関係形
成の程度によって関わり方を変更する」等が抽出された。また、支援を阻害する要因としては、
OJT での「支援指標が明確でない」ことや、重症患者を対象とするがゆえの「支援者側の保守
的な姿勢」、技術の習熟度や疾患の理解度等の「明確に可視化できる指標を頼りに進捗をはかる
文化」、などが抽出された。 
 
(4) 支援プログラム作成に向けた枠組みの作成と洗練化 
 (1)～(3)を踏まえて、支援プログラム作成に向けた枠組みを作成し、スーパーバイズにより洗
練化を図った（図．支援プログラムの枠組み）。 

(1)(2)の結果から、ICU 新人看護師の transition 経験は個別性の高いプロセスであり、支援内
容やタイミングは個別性に応じたものでないと効果的でないことが推察された。そこで、
Transition Theory を基に(1)(2)の結果を解釈することで、ICU 新人看護師の成長プロセスの概
観となる枠組みを作成した。ICU 新人看護師が看護実践能力を向上させていくプロセスは、今
までの自分との「遮断」から始まる。遮断とは、環境の変化と新たな人間関係構築の必要性が立
ちはだかる状況に新人看護師が孤独を感じ、重症患者を対象とする看護への責任感から、患者を
守る立場へと自己の立場の変化を実感することであり、自信のなさを経験することである。それ
でもなお、ICU 看護師として成長するために、周囲に進むべき方向を示してもらいながら取り
組みを続けること（「エンゲイジメント」）や、些細であってもできるようになっていることを先
輩看護師から伝えてもらうこと（承認による「自信の獲得」）を繰り返すなかで、徐々に周囲と
のコミュニケーションの拡がりを得ていく。周囲とのコミュニケーションの拡がりを得ること
で、やっと一員になれたと自分の「居場所」や周囲との「つながり感」を感じることができ、自
ら意見の発信や相談ができるようになる、あるいはカンファレンス等を通して他者の意見を実
践に取り入れることができるようになっていく。そのなかで、周囲とのコミュニケーションの拡
がりだけでなく、信頼する先輩看護師との「健全な相互作用」を獲得することにより、自身の看
護観に沿った看護実践の幅を広げていくことができる（「個人資源の豊かさ」、「柔軟なアイデン
ティティ」）。この成長プロセスの概観は、健全な transition を辿る要件を示したものであり、必
ずしも一様に同じプロセスを辿るものではないこと、自信の喪失やエンゲイジメントできない
状況などが生じることで再度遮断の状況を迎え、小さな transition を繰り返しながら特有のプ
ロセスを辿ることを想定しておく必要があることについて、スーパーバイズを得た。 
そして(2)の結果より、ICU 新人看護師の成長を柔軟に支援するためには、新人看護師の

transition 状況をリアルタイムに把握でき、OJT で支援できる ICU 看護師が支援者となる必要
があることがわかった。また(3)の結果から、ICU 新人看護師の成長に応じた効果的な支援をす
るためには、個々の transition に応じた柔軟な設定が可能な目標や、transition 状況をアセスメ



ントできる指標、個々の transition に合わせた具体的なアプローチの要件が、支援のポイント
となると考えた。個々の成長を支える［支援目標］としては、「救急看護師のクリニカルラダー」、
「集中治療に携わる看護師のクリニカルラダー」、「社会人基礎力」、部署の教育プログラム等の
既存指標を組み合わせることで、知識や技術以外の能力も含めた包括的な成長を可視化できる
内容とする。また、柔軟な目標設定ができるように、能力要素を柱立てした目標を作成すること
で、個々の transition 状況に応じて、今の時期にどの能力要素を伸ばしていく支援に重点を置
くのかを支援者側が共有できるようにしておくことについて、スーパーバイズを得た。次に、個
人の成長プロセスを［アセスメントする指標］は、(1)(2)の結果や Transition Theory のプロセ
ス指標やアウトカム指標を参考に、健全な transition を辿ることができているかどうか、個々
の進捗の程度を可視化できる指標とし、上手く進まない時に何につまずいているのかを支援側
がアセスメントできるようにする。そして、個人の成長に着目した［アプローチの要件］として
は、個々の transition 状況に応じたタイミングを逃さないアプローチや、個々の看護観を後押
しする目標設定と支援のプランニングについて、OJT で実現できるように、支援者側が押さえ
ておくべきポイントについて示していく。 
今後は、この枠組みを活用して、ICU 看護師の成長を支えるプログラムについて試作し、ア

クションリサーチにて検証していく。 
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